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 ８月２６日（金）、２学期始業式において以下のような
ことについて生徒に伝えました。 
 おはようございます。今日から２学期となりました。昨
年の今頃、広島県は蔓延防止等重点措置が発出され、行動
制限がありました。現在はそうした措置がないものの、広
島県は７～８千人という感染者の急増状態です。これまで
と同様、感染対策を心がける生活を継続していきましょう。     
 そんな中ですが、夏休みは自分の成長のために時間を有
効に使えたでしょうか。１学期終業式で話しましたが、
様々な行動において、容易く他者に流されないように、影
響されないように、自分の“物差し”、いわゆる判断基準
を育みましょう、自分の物差しで行動できるようにしまし
ょうと話しましたが、そのきっかけはつかめましたか？ 
 
 
 
 

今日は、「ラーニング・ピラミッド」、「ノーチャイムデ

ー」「体育祭」「部活動の創部」の４つのことについて

話します。 

１つ目は、以前にも話したことがある「ラーニング・

ピラミッド」のことです。これは、どの学習方法が効果

を上げるのかということをピラミッド型に図式したもの

です。８月１８、１９日の２日間、広島国際学院中高に

おいて広島県私立学校の先生方の研修会が３年ぶ

りに行われました。その中で、この「ラーニング・ピラミ

ッド」のことが話され、「単に講義を聴く」の学習定着

率が最も低く、「自ら体験する」「他の人に教える」と

いう行為が最も定着率が高いということが実証され

ている、ということでした。そして、その視点でいち早く

取り組んだ東京の学校の実践例を踏まえた内容でし

た。アウトプットなどの発表や表現、理解したことを誰

かに伝えていくという行為を実践してみましょう。 

 ２つ目は、これも何度か伝えていることですが、本校

では生徒のみなさんの自立（自律）を促し、その後、

「自走する」生徒になることを願っています。そのため

に先生方は、手取り足取りの指導を極力控え、支援

的な接し方をするように心がけたいと思っています。そ

の「自走する」ことに向けた取り組みの一環として、９

月１日（木）から、「ノーチャイムデー」を設定すること

にしました。チャイムによって行動するのではなく、腕

時計（ほとんどしていませんが）、教室内や近くの時

計などを見て次の行動に、能動的に動くということに

取り組んでいきます。そうはいってもすぐの対応は難し

いかもしれません。そこで、当面、月水金曜日はこれま

で通り、火木土曜日はノーチャイム（始業、５時間目の

開始、７時間目の終了以外）とします。やがては「終日

ノーチャイムデー」、「ノーチャイムウィーク」へと発展し

ていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３つ目は、１０月６日（木）に行われる体育祭の実施

についてのことです。昨年、一昨年と中止となりました

ので、３年ぶりの実施となります。一昨年からグリーン

アリーナで実施することにしていましたが、今回、初め

て会場として使用すること、また、コロナ禍の状況での

昼食を避けたいという理由から半日（午前中）の体

育祭として実施します。今後、関係のところで準備を

進めていきます。よろしくお願いします。 

  ４つ目は、クラブ活動についてです。来年度４月、硬

式野球部を創部することになりました。本校のグラウ

ンドは狭隘なので、硬式野球部の練習場所はあるの

かなどといった、校内での練習場所の確保が難しい

のではといういくつかの課題があります。しかし、全国

にはこうした環境の中で練習に励み、公式試合に参

加する学校もあります。平日の練習は様々に工夫を凝

らし、週末には修道大学の野球場などをお借りして活

動する予定にしています。入部については原則新高

校１年生から、男子のみとなります。在校生の入部に

ついては顧問の先生が決まった段階で個別に相談を

してください。また、ソフトテニス部ですが、男子の入

部を受け入れることにします。大会出場など、正規に

は来年度からということになりますが、すぐに始めたい

など、在校生の入部希望については顧問の先生に相

談してください。中学生についても同様です。 

  以上、４つのことについて話しました。２学期はこれ

までとは異なるいくつかの変更があります。また、いろ

いろな行事が待っています。それぞれが順調に実施

できることを願っています。日々の生活や学習、行事な

どを通じて、誰のものでもない、自分なりの“物差し”

を形成してください。そして、高校３年生は大切なとき

を迎えます。万端な準備を心がけ、悔いが残らぬよう

に取り組んでいきましょう。 

羅針盤 校長 白岩博明 
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